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問 2(lii)

液面高さの平衡点からの変位をπとし,濃度の平衡点からのずれをνとおく.

c=ceキ γと置いて状態方程式に岱入すると,
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より,分子量の変化は
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二次以上の項を無視 して,求める線形化方程式は
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となる。平衡′点周りで線形化された方程式は:状態方程式に定数項が表わせないことに注意.


